
広
報；お｀の

平成4年（1992年）

‘IS月号
No．558

｀’刃哭S鶯15き見せんといて！？″

（2月9日、六呂師高原雪まつりおもしろそり大会）



特集

ぶ

一

咄
一

″
ふ
i
1
『
数

3
月
2
0
日
～
2
6
日

春
の
火
災
予
防
運
動

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
不
注
意
が
原
因
で
、

私
た
ち
の
大
切
な
財
産
を
す
べ
て
灰
に
し
て
し
ま
う
火
災
。

　

「
毎
日
が
火
の
元
警
報
発
令
中
」
を
常
に
認
識
し
、

日
ご
ろ
か
ら
の
充
分
な
備
え
で
火
災
を
追
放
し
ま
し
よ
う
。

（消防白書より） こ
ん
な
に
多
い

　
　
　
　

春
の
火
災

　

冬
に
火
事
が
多
い
こ
と
は
、
誰
で
も
知

っ
て
い
ま
す
が
、
春
に
も
冬
に
お
と
ら
ず

火
事
が
多
い
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

上
の
図
は
、
全
国
の
出
火
状
況
を
四
季

別
に
分
類
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
見
る

と
、
春
に
は
冬
と
同
じ
く
ら
い
火
災
が
多

い
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

春
の
気
候
は
、
移
動
性
高
気
圧
の
通
過

で
、
空
気
が
乾
燥
し
た
り
、
日
本
付
近
で

低
気
圧
が
発
達
し
て
風
が
吹
き
や
す
く
、

日
本
海
側
で
フ
ェ
ー
ン
が
お
き
る
な
ど
、

大
火
事
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
条
件
が
備

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

大
野
市
の
火
災
統
計
で
は
、
平
成
元
年

度
以
降
、
火
災
発
生
件
数
が
増
加
傾
向
を

示
し
て
い
ま
す
。
火
災
は
何
よ
り
も
予
防

が
大
切
で
す
が
、
も
し
も
に
備
え
消
火
用

具
の
点
検
や
初
期
消
火
の
予
備
知
識
を
身

に
つ
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。



予防10しの
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火災は、日常生活の気のゆるみから起こります。予防は

これで万全ということがありません。「毎日が火の元警報発

令中」を念頭に火とつき介うことが肝心です。

保育園児の消防署見学

　

署貝が火災現場で着川する消防服を（

着せてもらう園児）

1
‐

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
離
れ
な
い

コンロ

　

天
ぷ
ら
油
に
火
が
入

る
火
災
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
食
川
油
は
3
5
0
度

で
自
然
発
火
し
ま
す
。

そ
の
場
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
し
て

か
ら
。
コ
ン
ロ
の
周
囲

に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

2

寝
た
ば
こ
や
投
げ

捨
て
は
厳
禁

たばこ

　

た
ば
こ
は
決
め
た
場

所
で
。
灰
皿
は
大
き
め

を
使
川
し
、
常
に
水
を

入
れ
、
そ
の
場
を
離
れ

る
と
き
は
消
え
て
い
る

か
確
認
を
。
く
わ
え
た

ば
こ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

３

風
の
強
い
と
き
は

た
き
火
を
し
な
い

たき火

　

燃
え
や
す
い
も
の
や

危
険
物
は
か
た
ず
け
、

水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
を

用
意
。
そ
の
場
を
離
れ

ず
に
、
終
わ
っ
た
ら
完

全
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

4
周
り
に
燃
え
や
す

い
物
を
お
か
な
い

放火

　

夜
に
出
す
ご
み
が
放

火
の
的
に
な
り
ま
す
。

ご
み
は
指
定
さ
れ
た
‐

の
朝
に
0
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
、
戸
締
ま
り
を
し

っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。

5
子
供
に
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

び遊
火

　

‐
ご
ろ
か
ら
子
供
に

火
の
使
い
方
や
恐
ろ
し

さ
を
き
ち
ん
と
教
え
て

く
だ
さ
い
。
マ
ッ
チ
や

ラ
イ
タ
ー
を
置
き
っ
ぱ

な
し
に
し
な
い
よ
う
に
。

６

ふ
ろ
の
空
だ
き
を

し
な
い

ど
ま

かろふ

　

点
火
の
際
は
、
水
が

入
っ
て
い
る
か
必
ず
点

検
。
栓
は
水
漏
れ
の
な

い
よ
う
完
全
に
締
め
、

点
火
後
も
数
回
点
検
を
。

フ

燃
え
や
す
い
物
を
近
づ
け
な
い

ストーブ

　

カ
ー
テ
ン
の
近
く
で

使
っ
た
り
、
洗
た
く
物

な
ど
を
干
す
こ
と
は
厳

禁
。
給
油
は
必
ず
火
を

消
し
て
か
ら
行
い
、
点

検
や
整
備
も
こ
ま
め
に

し
て
く
だ
さ
い
。

B

寝
る
前
に
必
ず
火
の
元
を
確
か
め
る

就寝

　

ガ
ス
の
元
栓
や
こ
た

つ
な
ど
、
寝
る
前
に
は

火
の
元
の
点
検
を
お
こ

た
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

9
お
年
寄
り
の
部
屋

は
1
階
に

お年寄り

　

火
災
で
は
2
階
で
の

死
亡
が
多
い
た
め
、
お

年
寄
り
や
子
供
、
病
人

は
で
き
る
だ
け
I
階
に
。

お
年
寄
り
に
は
、
枕
元

に
呼
び
鈴
を
準
備
し
、

万
一
に
備
え
ま
す
。

01
－

消
火
器
な
ど
の

備
え
を
万
全
に

消火

　

消
火
器
は
最
低
1
本

三
角
バ
ケ
ツ
も
各
部
屋

に
備
え
ま
し
ょ
う
。
火

災
警
報
機
を
設
置
し
て

早
期
発
見
を
。

防火豆ま告
幼稚園

保育園

「火遊びはしま甘～ん」



火
災
発
生
／
そ
の
と
き
ど
う
す
る

1
早
く
知
ら
せ
る

　

小
さ
な
火
だ
と
思
っ

て
も
、
一
人
で
消
そ
う

と
せ
ず
に
、
「
火
事
だ
／
‘
」

と
大
声
で
隣
近
所
に
援

助
を
求
め
ま
す
。
声
が

出
な
か
っ
た
ら
、
や
か

ん
な
ど
を
た
た
い
て
異

変
を
知
ら
せ
ま
す
。

1
1

9

番
通
報
は
近
く
の
人
に

頼
み
、
当
事
者
は
消
火

に
あ
た
り
ま
す
。

2
早
く
消
火
す
る

　

出
火
か
ら
3
分
以
内
が
消
火
で

き
る
限
度
で
す
。
天
井
に
火
が
回

っ
た
ら
手
が
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

水
や
消
火
器
だ
け
に
頼
ら
ず
、
座

ぶ
と
ん
で
火
を
た
た
く
、
毛
布
で

火
を
お
お
う
な
ど
手
近
な
も
の
を

活
用
し
て
、
い
か
に
早
く
消
火
活

動
が
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

3
早
く
逃
げ
る

　

天
井
に
火
が
燃
え
移
っ
た
ら
、

い
さ
ぎ
よ
く
あ
き
ら
め
て
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。
避
難
す
る
と
き
は

燃
え
て
い
る
部
屋
の
窓
や
ド
ア
を

閉
め
、
空
気
を
絶
つ
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

1
1
9
番
の
ポ
イ
ン
ト

①
ま
ず
火
災
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
②
場
所
（
住
所
）
は

ど
こ
か
③
建
物
の
種
類
は
、

木
造
か
ビ
ル
か
④
脱
出
で
き

な
い
人
の
有
無
や
け
が
人
は

⑤
火
災
現
場
付
近
の
目
印
は

　

一
人
で
「
消
せ
る
だ
ろ
う
」
と
思
わ
ず
、
隣
近
所
に
火

事
を
知
ら
せ
、
す
み
や
か
に
1
1
9
番
通
報
を
。
初
期
消

火
に
失
敗
し
た
ら
、
い
さ
ぎ
よ
く
避
難
す
る
こ
と
。

函
コ
ロ
ー

図
図
口
口

J
静
な
初
期
消
火

　

猪
島
さ
ん
に
感
謝
状

　

大
野
地
区
消
防
本
部
は
二
月
ご

日
、
冷
静
な
初
期
消
火
で
未
然
に

火
事
を
防
い
だ
猪
島
賢
吉
さ
Z

　

（
六
十
歳
・
春
日
三
）
に
感
謝
訪

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
六
日
の
夜
、
近
所
の

台
所
で
火
の
つ
い
た
ス
ト
ー
ブ
に

給
油
中
引
火
。
騒
ぎ
に
気
付
い
た

妻
の
ア
サ
ノ
さ
ん
が
猪
島
さ
ん
に

連
絡
。
ア
サ
ノ
さ
ん
に
1
1
9
番
通
報

を
指
示
し
、
バ
ヶ
ツ
を
持
っ
て
現

場
へ
急
行
し
た
も
の
の
、
灯
油
に

引
火
し
て
天
井
に
届
く
ほ
ど
の
勢

い
。
と
っ
さ
の
判
断
で
、
猪
島
さ

ん
は
、
こ
た
つ
の
毛
布
を
用
水
路

で
ぬ
ら
し
、
ス
ト
ー
ブ
を
包
み
込

ん
で
消
し
止
め
ま
し
た
。

　

猪
島
さ
ん
は
「
自
分
の
家
な
ら

冷
静
に
行
動
で
き

な
か
っ
た
か
も
」

と
、
焦
げ
た
マ
ユ

毛
を
な
で
な
が
ら

当
時
を
振
り
返
っ

て
い
ま
し
た
。

平
成
3
年
火
災
統
計

建
物
の
火
災
が
増
え
て
い
ま
す

　

大
野
地
区
消
防
本
部
は
こ
の
ほ

ど
、
平
成
3
年
火
災
統
計
を
ま
と

め
ま
し
た
。

　

火
災
件
数
は
、
十
三
件
で
前
年

と
同
じ
で
し
た
が
、
建
物
の
火
災

が
増
え
て
い
る
ほ
か
、
損
害
額
や

焼
失
面
積
も
大
幅
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
統
計
の
数
字
に
示
さ
れ
な

い
小
規
模
火
災
も
四
件
発
生
し
て

お
り
、
今
年
に
入
っ
て
も
初
期
消

火
で
惨
事
を
免
れ
た
出
火
が
二
件

起
き
て
い
ま
す
。

　

出
火
原
因
は
、
た
ば
こ
が
三
件

ガ
ス
コ
ン
ロ
、
不
審
火
が
二
件
、

そ
の
ほ
か
火
遊
び
、
煙
突
の
離
脱

な
ど
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の

不
始
末
や
不
注
意
、
油
断
が
恐
ろ

し
い
火
災
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
人
災
」
な
の

で
す
。
念
に
は
念
の
慎
重
さ
で
火

と
つ
き
合
う
こ
と
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

過去五年間の

火災件数と損害額
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火
災
で
恐
い
の
は
炎
よ
り
煙
で
す
。
煙
に
巻
か
れ
る
前

に
脱
出
し
な
け
れ
ぼ
な
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
や
み
く
も
に

駆
け
出
す
の
で
は
な
く
、
非
常
時
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

1
天
井
に
火
が
つ
い
た
時

　

が
避
難
の
目
安

2
避
難
は
、
お
年
寄
り
、

　

子
ど
も
、
病
人
を
優
先

3
服
装
や
持
ち
物
に
こ
だ

　

わ
ら
ず
、
早
め
に
避
難

4
ち
ゆ
う
ち
ょ
は
禁
物
、

　

炎
の
中
は
一
気
に
走
り

　

抜
け
る

5
煙
の
中
を
逃
げ
る
と
き

　

は
、
で
き
る
だ
け
姿
勢

　

を
低
く
し
て
避
難

6
い
っ
た
ん
逃
げ
出
し
た

　
　

ら
、
再
び
中
に
は
も
ど

　
　

ら
な
い

フ
逃
げ
遅
れ
た
人
が
い
る

　

と
き
は
、
近
く
の
消
防

　

隊
に
す
ぐ
知
ら
せ
る

▲少年消防クラブ避難訓練（青少年の森）

衣
料
品
店
で
行
な
わ
れ
た
防
火
訓
練

私たちもがんばっています

自衛消防クラブ

軽可搬ポンプ操法競技会に出場の横枕婦人消防隊

　

自
衛
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
火
災
予
防
の
普
及
と

防
火
意
識
の
向
上
、
火
災
発
生
時
の
協
力
体
制

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
行
政
区
単
位
に
二
十
九
組
織
、
事

業
所
単
位
に
十
九
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

春日1・中区自衛

消防クラブ隊長

酒田昭英さん

　

春
日
地
区
は
、
昔
か
ら
火
事

が
多
い
た
め
、
昭
和
五
十
五
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
最
低
毎
月

一
回
は
ポ
ン
プ
を
稼
動
し
て
放

水
訓
練
を
行
い
ま
す
。
今
ま
で

に
も
何
回
か
出
動
し
、
初
期
消

火
に
活
躍
し
て
お
り
、
区
民
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

救護施設大野荘

防火管理者

木間幸生さん

　

自
衛
消
防
ク
ラ
ブ
に
は
、
全

職
員
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
二

十
四
時
間
体
制
で
す
が
、
職
員

が
少
な
い
夜
間
は
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
い
ま
す
。
避
難
訓
練

は
年
四
回
、
秋
に
は
消
防
署
と

合
同
で
大
が
か
り
な
訓
練
も
行

い
ま
す
。



真名川ダム

春の里

観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

麻
那
姫
像
の
製
作
急
ピ
ッ
チ

　

春
の
里
に
建
て
ら
れ
る
麻
那
姫
像
の
製
作
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
麻
那
姫
湖
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

麻
那
姫
像
は
青
銅
鋳
物
製
で
、
表
面
は
黄
金
色
仕

上
げ
と
な
り
ま
す
。
像
本
体
の
高
さ
は
三
・
五
μ
、

台
座
の
高
さ
は
二
・
五
び
で
み
か
げ
石
で
造
ら
れ
、

全
体
の
高
さ
は
六
び
に
も
な
り
ま
す
。
昔
か
ら
語
り

継
が
れ
て
い
る
「
麻
那
姫
伝
説
」
の
解
説
板
も
あ
わ

せ
て
造
ら
れ
ま
す
。
事
業
費
は
約
二
千
三
百
万
円
で
、

六
月
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
大
野
整
備
事
業
に
よ

り
、
麻
那
姫
湖
周
辺
に
広
が
る
春
の
里
、
夏
の
里
、

秋
の
里
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
若
生
子
大
橋
が

あ
る
夏
の
里
に
は
展
望
台
な
ど
が
、
青
少
年
旅
行
村

が
あ
る
秋
の
里
に
は
、
各
種
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈春の里平面図〉

旧
国
鉄
跡
地
の
取
得
を
承
認

公
共
施
設
や
公
園
な
ど
に
利
用

　

二
月
ト
ニ
目
、
第
二
百
六
ト
回

市
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、
一
般

会
計
補
正
f
算
や
旧
国
鉄
跡
地
の

取
得
な
ど
四
議
案
が
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
市

街
地
の
河
川
改
良
工
事
に
伴
い
、

歳
入
・
歳
出
で
千
三
百
万
円
を
追

加
補
正
。
農
業
集
落
排
水
事
業

　

（
南
六
呂
師
、
下
唯
野
）
工
事
請

負
契
約
の
増
額
変
更
も
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
六
ト
二
年
一
月
に
廃
止
と

な
っ
た
国
鉄
バ
ス
営
業
所
跡
地
が
、

国
鉄
清
算
事
業
団
中
部
支
社
か
ら

払
い
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
市
は
土
地
の
取
得
を
議
会

に
提
案
し
、
同
意
を
得
ま
し
た
。

　

跡
地
の
面
積
は
、
六
千
九
百
二

ト
八
平
方
封
で
、
購
入
価
格
は
三

億
九
千
七
百
七
ト
ー
万
円
で
す
。

取
得
の
費
用
は
、
市
土
地
開
発
基

金
を
充
て
ま
す
。

　

市
で
は
、
老
朽
化
し
て
い
る
市

立
あ
か
ね
保
育
園
の
移
転
新
築
や

児
童
公
園
、
観
光
客
用
の
駐
車
場

な
ど
に
活
用
す
る
計
両
を
進
め
て

い
ま
す
。

市が取得する旧国鉄跡地



大野・勝山地区広域行政事務組合事務局

奥越農業共済事務所

引つ越しします

4月から奥越地場産センター

　

平
成
四
年
四
月
一
目
か
ら
、
大

野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
の
管
理
者
が
、
大
野
市
長
か
ら

勝
山
市
長
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
っ
て
、
大
野
市
役
所

内
に
あ
っ
た
広
域
事
務
机
八
‥
事
務

局
と
奥
越
農
業
共
済
事
務
所
（
新

町
）
は
、
勝
山
市
に
あ
る
奥
越
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
三
階
に

移
転
し
ま
す
。
奥
越
農
業
共
済
事

務
所
移
転
後
の
利
用
に
つ
い
て
は

現
在
検
討
中
で
す
。

　

新
事
務
所
の
住
所
、
竃
話
番
号

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

郵便番号911

住所勝山市片瀬町1丁目402番地

　　　

奥越地域地場産業振興センター内

電話広域事務組合事務局

　　　　　　

88－2780

　　　

奥越農業共済事務所

　　　　　　

88－2700

スポーツ

第奴。回中部耳本ユズギ÷大食

成年男子3部クロスカントリー

浦山郁夫選手が2連覇達成

　

第
4
2
川
中
部
‐
本
ス
キ
ー
人
会

は
1
月
3
0
‐
か
ら
3
日
間
、
岐
阜

県
鈴
蘭
高
原
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
、

本
市
の
選
手
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り

　

【
男
子
回
転
】
▽
成
年
1
部
③
三

島
嘉
之
（
中
挟
）
▽
同
3
部
④
山

内
慎
五
‥
（
稲
郷
）
▽
教
貝
③
末
永

巌
（
陽
明
4
）
④
阪
井
幸
人
（
上

麻
生
島
）
「
女
子
回
転
」
▽
成
年

2
部
②
広
瀬
こ
と
み
（
西
勝
原
）

　

【
男
子
距
離
】
▽
成
年
2
部
⑥
中

井
良
明
（
森
政
領
家
）
▽
成
年
3

部
①
浦
山
郁
夫
（
木
本
）
【
男
子

大
回
転
】
▽
成
年
3
部
⑤
山
内
慎

五
‥
▽
教
U
③
阪
井
幸
人
【
女
子
大

回
転
】
▽
成
年
2
部
④
広
瀬
こ
と

み
【
リ
レ
ー
】
▽
男
子
成
年
⑤
前

川
宏
之
（
木
本
）
・
村
上
元
希

　

（
襲
道
）
・
印
牧
恒
和
（
西
山
）
・

中
井
良
明
▽
男
子
少
年
⑥
大
道
和

英
（
西
山
）
・
羽
生
利
幸
（
森
政

領
家
）
・
中
谷
明
男
（
友
江
）
・

林
腰
ぬ
久
（
下
据
）
▽
女
子
④
高

橋
美
紀
（
松
丸
）
・
坂
本
優
子

　

（
塚
原
）
・
松
井
美
恵
（
下
据
）距離成年3部優勝

浦山郁夫さん

川転成年2部
2位

広瀬ことみさん

一
第
1
回
福
井
モ
ー
グ
ル

　

ス
キ
ー
大
会

　

こ
ぶ
の
斜
面
を
滑
降
す
る
モ
ー

グ
ル
ス
キ
ー
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

日
時
3
月
8
‐
⑨
受
付
午
前

　

8
時
～
9
時

会
場
九
頭
竜
ス
キ
ー
場

参
加
資
格
中
学
生
以
L
の
男
女

　

（
モ
ー
グ
ル
未
経
験
者
も
歓
迎
）

参
加
費
一
人
1
0
0
0
円

組
別
県
内
・
オ
ー
プ
ン

競
技
方
法
全
‐
本
連
盟
モ
ー
グ

　

ル
ス
キ
ー
競
技
規
則
を
準
用

申
込
方
法
当
日
、
会
場
受
付
で

　

参
加
料
を
添
え
て

問
合
せ
先
坂
下
（
酋
6
5
・
2
6

　

O
i
n
’
6
6
゜
4
1
″
h
り
（
χ
）
）

　

ま
た
は
藤
田
（
容
6
5
・
7
9
1

　

7
）
ま
で

●
市
民
卓
球
大
会

日
時
3
月
2
2
日
⑥
午
前
9
時

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
体
育
館

部
別
一
部
（
県
体
出
場
者
）
＝

　

高
校
、
一
般
シ
ン
グ
ル
ス
ニ

　

部
（
一
部
以
外
）
＝
高
校
、
一

　

般
シ
ン
グ
ル
ス
三
部
＝
中
学

　

シ
ン
グ
ル
ス
四
部
＝
小
学
シ

　

ン
グ
ル
ス
五
部
＝
親
子
ダ
ブ

　

ル
ス
六
部
＝
混
合
ダ
ブ
ル
ス

　

七
部
＝
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
八

　

部
＝
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部

申
込
3
月
1
3
‐
②
ま
で
に
陽
明

　

中
学
校
（
陽
明
3
－
2
0
1
a
6
5
・

　

1
1
2
1
）
藤
沢
正
明
へ



”

尿失禁を警える 高
齢
だ
か
ら
と
あ
き
ら
め
な
い
で

体
操
で
骨
盤
底
筋
を
き
た
え
る
と
効
果
が

　

尿
失
禁
－
こ
ん
な
こ
と
ば
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
俗
に
い
う
お
も
ら
し
で
す
が
、
意
外
に
多
く
の
人
が

悩
ん
で
お
り
、
恥
す
か
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
骨

盤
底
筋
を
強
化
す
る
体
操
や
薬
物
療
法
な
ど
で
改
善
さ
れ

ま
す
。
高
齢
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
あ
き
ら
め
な
い
で

医
師
の
診
断
を
受
け
、
原
因
を
調
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

尿
失
禁
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
タ

イ
プ
が
あ
り
、
症
状
に
よ
っ
て
治

療
法
も
変
わ
り
ま
す
。

◆
腹
圧
性
尿
失
禁

症
状
女
性
や
経
産
婦
に
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
尿
道
括
約
筋

　

（
骨
盤
底
筋
）
が
弱
っ
た
た
め
に

咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
で
腹
圧
が
加

わ
る
と
尿
が
も
れ
て
し
ま
う
の
で

す
。

治
療
骨
盤
底
筋
の
強
化
が
必
要

で
す
。
排
尿
の
途
中
で
、
尿
を
止

め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き

尿
道
や
腔
、
肛
門
の
締
め
方
を
覚

え
、
図
の
よ
う
な
体
操
を
1
日
2

回
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
筋
肉

を
き
た
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改

善
を
み
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
他
に
、
薬
物
療
法
や
手
術
療
法

も
あ
り
ま
す
。

◆
切
迫
性
尿
失
禁

症
状
尿
意
を
感
じ
る
と
我
慢
が

で
き
ず
に
、
ト
イ
レ
に
い
く
途
中

で
尿
が
も
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
脳

や
脊
髄
の
病
気
、
老
化
な
ど
で
膀

胱
の
排
尿
筋
が
過
敏
に
な
っ
て
お

こ
る
の
で
す
。

治
療
薬
物
療
法
が
効
果
的
で
す
。

ト
イ
レ
に
近
い
部
屋
に
し
た
り
、

着
脱
し
や
す
い
衣
服
、
尿
も
れ
パ
ッ

ド
の
使
用
な
ど
の
工
夫
も
大
切
で

す
。◆

溢
流
性
尿
失
禁

症
状
男
性
の
前
立
腺
肥
大
症
が

進
行
す
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
前
立

腺
の
肥
大
で
、
尿
道
の
抵
抗
が
高

ま
り
膀
胱
内
に
大
量
の
尿
が
た
ま

り
す
ぎ
て
尿
が
も
れ
ま
す
。
静
か

に
横
に
な
っ
て
い
る
と
き
で
も
起

こ
り
ま
す
。

治
療
す
ぐ
に
専
門
の
医
師
の
診

察
を
受
け
、
前
立
腺
肥
大
の
治
療

が
必
要
で
す
。

◆
そ
の
他

　

脊
髄
の
障
害
に
よ
る
反
射
性
尿

失
禁
、
外
傷
な
ど
で
尿
道
括
約
筋

が
働
か
な
い
真
性
尿
失
禁
、
先
天

性
奇
形
や
子
宮
が
ん
な
ど
で
、
腔

と
膀
胱
が
つ
な
が
っ
て
尿
が
も
れ

る
尿
道
外
性
尿
失
禁
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

尿
失
禁
は
、
だ
れ
で
も
が
な
り

う
る
病
気
で
す
。
症
状
が
で
た
ら

早
め
に
専
門
の
医
師
の
診
察
を
受

け
、
快
適
な
生
活
が
送
ら
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

骨盤底筋の体操

Ⅲ

（χ）仰むけに寝て膝をヽZて、Fをお腹

　

のLにグ）せます。
②IHI門、以道、腔を締める飢持ちで

　

下腹部に力を入れ、3～5数えて

　

からゆっくり力をぬきます。

（j）これを5川くり返します。
④次に、’II・いテンポでド収部にノJを

　

入れたりぬいたりします。

　

101・11から始め、なれてきたら、20

　

川くらい繰り返しましょう。

［2］

①脚をのばしたままμljむけになり．

　

Fをお腹び）lに；Mヽて【i】び）②～（4）

　

を行います。

［3］

（t）仰jむけに寝て膝をヽZてます。
（蒼）下腹部に力を入れ、μ｜のように腰

　

をできるだけ鳥く持ちLげます。R／
ll、背中、おしりの順番に床にお

　

ろし、ノJをぬきます。
（4）これを5川くり返します。

［4］

（χ）脚を），j幅に開いて。ヽyち、μ｜のよう

　

にぺ・やllをむいてテー－ブルに山F

　

をつきます。cor．門、腔、尿道の順にド収部をゆ。

　

くり締め、3～5川数えてから力

　

をぬきます。
（j）これを5川くり返します。

肇：ぎんめ僑鮪づぐり＼を笏榔｜。j。jEす・保雅センタ－fafiii－7333）



暮
ら
し
の

「
ア
吟
剥
俘
ス

市消費者相談年間41件

依然として多い

訪間販詞・特殊販詞

　

市
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
生
活
環
境
課
内
）

が
、
昨
年
一
年
間
に
受
け
た
相
談
は
四
十
一
件
で
、
前
年

よ
り
十
件
も
増
え
て
い
ま
す
。
相
談
者
は
三
十
歳
代
が
最

も
多
く
、
大
半
が
女
性
で
訪
問
販
売
や
特
殊
販
売
に
関
す

る
相
談
で
し
た
。
昨
年
、
特
に
目
立
っ
た
事
例
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

（
事
例
‐
）
資
格
商
法

　

O
O
O
技
術
者
の
資
格
講

座
の
案
内
が
郵
便
で
届
い
た
。

そ
の
後
職
場
に
電
話
が
か
か

っ
て
き
て
「
O
O
大
学
が
指

定
校
に
な
っ
て
お
り
、
限
ら

れ
た
人
だ
け
に
講
習
の
案
内

を
し
て
い
る
の
で
」
と
し
つ

こ
く
言
う
の
で
と
う
と
う
返

事
を
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

後
、
教
材
が
届
い
た
が
や
っ

ぱ
り
い
ら
な
い
の
で
送
り
返

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会

社
か
ら
受
講
料
支
払
い
の
通

告
書
が
き
た
。

　

資
格
商
法
は
、
ま
ず
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
で
講
座
の
案
内
が
屈
き

そ
の
後
職
場
に
電
話
が
あ
り
「
あ

な
た
が
特
別
に
選
ば
れ
た
」
「
国

家
試
験
が
免
除
に
な
る
」
な
ど
と

こ
と
ば
巧
み
に
勧
め
た
り
し
ま
す
。

仕
事
中
に
電
話
が
か
か
っ
て
く
る

た
め
、
つ
い
つ
い
あ
い
ま
い
な
返

事
を
し
が
ち
で
す
。
い
っ
た
ん
返

事
を
し
て
し
ま
う
と
、
す
ぐ
に
テ

キ
ス
ト
な
ど
を
送
り
つ
け
て
き
て

や
め
よ
う
と
思
っ
て
電
話
を
し
て

も
、
な
か
な
か
応
じ
て
く
れ
ま
せ

ん
。
若
い
人
の
相
談
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

（
事
例
ふ
見
本
工
事
商
法

　

ト
イ
レ
の
改
築
工
事
で
。

　

「
今
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
な
の

で
安
く
し
て
お
き
ま
す
。
コ

ッ
プ
一
杯
の
水
で
流
せ
ま
す

し
、
そ
う
じ
も
楽
で
す
」
と

か
「
太
陽
熱
温
水
器
で
、
お

湯
も
早
く
わ
く
し
ガ
ス
も
節

約
で
き
ま
す
」
と
言
わ
れ
、

す
ぐ
に
で
も
工
事
に
取
り
か

か
り
そ
う
な
雰
囲
気
な
の
で
、

い
ず
れ
も
契
約
し
た
が
信
用

で
き
る
か
。

　

見
本
工
事
商
法
は
「
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
中
だ
か
ら
格
安
に
」
「
モ
デ
ル

工
事
に
す
る
の
で
安
く
し
て
お
く
」

な
ど
と
巧
み
に
も
ち
か
け
契
約
さ

せ
ま
す
。
一
般
の
消
費
者
に
は
、

商
品
の
市
価
や
標
準
工
事
費
が
分

か
り
に
く
い
た
め
、
業
者
の
話
を

信
用
し
が
ち
で
す
。
こ
う
い
う
時

は
す
ぐ
契
約
せ
ず
に
、
地
元
の
業

者
か
ら
見
積
り
を
と
り
、
家
族
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
0

　

私
た
ち
消
費
者
を
ね
ら
っ
た
悪

質
で
巧
妙
な
商
法
は
、
年
々
増
え

て
い
ま
す
。
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
う

ま
い
話
や
有
利
な
話
に
の
ら
ず
、

い
ら
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
る
勇

気
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

カ
タ
ロ
グ
を
見
て
み
ろ
よ
。

は
る
か
に
高
い
じ
や
な
い
か
／



皿謳
朧朧

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
一
容
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

議場見学（下庄小）

ぐるーぷ登場 タルト会

に
ぎ
や
か
に
手
作
り
の
お
菓
子
や
料
理
を

　

お
菓
子
や
手
作
り
料
理
を
楽
し

み
な
が
ら
作
ろ
う
と
始
め
た
タ
ル

ト
会
。
タ
ル
ト
と
は
、
お
菓
子
の

名
前
だ
そ
う
で
す
。
最
初
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
の
が
、
こ
の
お
菓
子

だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
大
失
敗
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
も
挑
戦
し

て
い
ま
す
が
、
満
足
の
い
く
出
来

映
え
に
は
な
ら
な
い
そ
う
で
、
当

面
の
目
標
だ
そ
う
で
す
。

　

会
員
は
9
人
で
、
月
一
回
小
山

公
民
館
に
集
ま
り
ま
す
。
午
前
中

に
料
理
し
て
、
お
昼
に
試
食
会
を

兼
ね
て
親
睦
を
深
め
ま
す
。
メ
ニ
ュ

ー
は
、
会
員
持
ち
回
り
の
当
番
制

に
し
て
い
ま
す
。
年
に
数
回
、
料

理
学
校
の
先
生
や
本
職
の
お
菓
子

屋
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
指
導
も

受
け
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
身
に
つ
け
た
腕
前
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
活
か
そ
う

と
小
山
地
区
の
一
人
暮
ら
し
の
老

人
宅
に
給
食
サ
ー
ビ
ス
も
し
て
お

り
、
民
生
委
員
さ
ん
に
配
達
し
て

も
ら
い
ま
す
。
夏
休
み
に
は
、
お

菓
子
づ
く
り
教
室
も
開
き
、
子
ど

も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま

ｔ
。

　

会
長
を
務
め
る
塚
田

智
津
子
さ
ん
（
3
7
歳
・

右
近
次
郎
）
は
、
「
お

菓
子
や
料
理
を
作
る
の

が
大
好
き
な
人
が
集
ま
っ

た
会
で
す
か
ら
、
に
ぎ

や
か
で
楽
し
い
で
す
。

手
作
り
の
よ
さ
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
作
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
報
恩
講
の
料
理
に
も

挑
戦
し
た
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

取
材
に
訪
れ
た
目
も
、

公
民
館
の
戸
を
開
け
た

と
た
ん
、
会
員
の
楽
し

そ
う
な
声
が
館
内
に
ひ
び
い
て
い

ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
の
土
に
は
、

出
来
た
ば
か
り
の
お
菓
子
や
料
理

が
ず
ら
り
と
。
こ
の
日
も
近
く
の

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
届
け

ら
れ
ま
し
た
。
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公
民
館
を

明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に

岡吉男
（21歳・高砂町）

　

現
在
、
各
公
民
館
に
配
属
さ

れ
る
男
子
職
員
は
、
平
均
で
二

十
二
歳
で
す
。
反
面
、
公
民
館

を
訪
れ
る
青
少
年
は
、
減
少
し

て
お
り
、
私
た
ち
担
当
職
員
も

そ
の
対
策
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
一
月
、
各
館
の
青
少

年
担
当
の
若
手
職
員
が
集
ま
っ

て
、
「
F
し
‥
M
び
い
」
と
い
う

組
織
を
結
成
し
ま
し
た
。
啓
蒙

を
も
じ
っ
た
も
の
で
、
暗
さ
を

切
り
開
く
と
い
う
意
味
を
持
っ

て
い
ま
す
。
高
校
生
な
ど
に
公

民
館
の
イ
メ
ー
ジ
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
暗
い
感
じ
が
し
て
一
人

で
は
行
く
気
持
ち
が
し
な
い
と

い
う
声
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
各
館
だ

け
で
な
く
、
み
ん
な
で
こ
の
問
題

を
考
え
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

さ
っ
そ
く
、
公
民
館
で
行
わ
れ

る
青
少
年
活
動
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
「
K
－
M
O
U
P
R
E
S

S
」
と
い
う
機
関
誌
を
発
行
。
市

内
の
全
高
校
生
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

六
呂
師
高
原
雪
ま
つ
り
「
お
も

し
ろ
そ
り
大
会
」
に
も
出
場
。
若

貴
時
代
に
あ
や
か
っ
て
、
そ
り
の

土
で
相
撲
を
し
な
が
ら
滑
る
と
い

う
奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
。
公
民
館
に

も
、
こ
ん
な
楽
し
い
こ
と
を
す
る

職
員
が
い
る
こ
と
を
P
R
し
、
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
を
出
す
こ
と
が
目

的
で
し
た
。
途
中
で
土
俵
か
ら
行

司
も
ろ
と
も
転
落
し
た
も
の
の
、

ア
イ
デ
ア
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

三
月
に
は
、
市
内
の
全
小
学
生

を
対
象
に
し
た
大
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
や
高
校
生
の
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
社
会
的
な
経
験
が

不
足
し
て
い
ま
す
が
、
情
熱
と
パ

ワ
ー
だ
け
は
負
け
ま
せ
ん
。
青
少

年
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
公
民
館
に

も
足
を
向
け
て
く
だ
さ
い
。
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幅
広
い
年
齢
層
か
ら
成
人
式
の
企
画
を

　

今
年
の
成
人
式
は

三
ト
分
ぐ
ら
い
で
終

わ
っ
た
そ
う
で
す
が

講
演
な
ど
も
企
画
さ
れ
ず
、
新
成

人
の
意
見
発
表
も
な
か
っ
た
と
聞

き
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
お
説
教
は
聞
き
た

く
な
い
の
は
わ
か
り
ま
す
が
、
せ

っ
か
く
晴
れ
着
を
つ
く
っ
て
も
ら

い
、
そ
の
門
出
を
祝
お
う
と
し
て

い
る
の
に
、
新
成
人
に
喜
ん
で
も

ら
え
な
い
の
は
残
念
で
す
し
、
思

い
き
っ
た
企
画
が
必
要
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

ど
こ
で
も
新
成
人
を
お
祝
い
す

る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
の
企
画

に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

限
ら
れ
た
予
算
の
な
か
で
は
、
内

容
も
お
の
ず
か
ら
決
ま
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
し
、
若
者
に
任
せ
て
も

み
ん
な
が
の
っ
て
く
る
保
証
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
一
度
、
ニ
ト
歳

前
後
の
若
者
の
意
見
を
、
広
く
聞

い
て
み
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
（
匿
名
希
望
）

　

大
人
に
な
っ
た
こ

と
を
自
覚
し
、
自
ら

生
き
抜
こ
う
と
す
る

青
年
を
祝
い
励
ま
す
の
が
「
成
人

の
日
」
の
趣
旨
で
あ
り
、
国
民
の

祝
日
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年

一
月
十
五
日
に
は
、
全
国
各
地
で

市
町
村
主
催
の
式
典
が
行
わ
れ
、

二
十
歳
に
な
っ
た
成
人
男
女
を
祝
っ

て
い
ま
す
。

　

当
市
で
も
、
式
典
の
ほ
か
に
記

念
講
演
、
「
二
十
歳
の
声
」
論
文

発
表
な
ど
の
記
念
行
事
を
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
団
体
主
催

の
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
が
行
わ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
近
年
は

現
代
青
年
の
要
求
や
感
性
に
あ
わ

な
い
の
か
、
こ
れ
ら
の
企
画
が
空

回
り
し
、
講
演
中
も
私
語
が
絶
え

な
い
な
ど
目
に
余
る
状
態
で
、
苦

慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

成
人
式
は
、
主
賓
で
あ
る
新
成

人
が
社
会
参
加
す
る
た
め
の
、
あ

る
べ
き
姿
を
示
唆
す
る
と
同
時
に

新
成
人
自
ら
も
自
覚
す
る
絶
好
の

機
会
で
す
。

　

今
後
は
、
新
成
人
の
み
な
ら
ず

各
層
の
意
見
を
集
約
し
、
明
日
の

大
野
を
切
り
開
く
青
年
に
、
主
体

的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
印
象

に
残
る
成
人
式
に
な
る
よ
う
企
画

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

（
社
会
教
育
課
長
・
山
川
奥
久
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
署
回
大
野
市

天
神
町
一
－
一
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
公
聴
係
」
で
す
。

W恂瞼

モ
ー
グ
ル
ス
キ
ー
で
日
本
」
に
輝
い
た

坂
下
秀
夫
之
（
4
0
歳
．
篠
座
）

　

モ
ー
グ
ル
ス
キ
ー
を
ご
存
じ
で

す
か
。
こ
ぶ
の
あ
る
急
斜
面
を
猛

ス
ピ
ー
ド
で
タ
ー
ン
し
な
が
ら
、

ジ
ャ
ン
プ
も
取
り
入
れ
て
滑
り
降

り
る
ス
キ
ー
競
技
で
、
今
年
の
ア

ル
ベ
ー
ル
ビ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か

ら
正
式
種
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

坂
下
さ
ん
は
、
昨
年
の
三
月
に

八
方
尾
根
で
開
か
れ
た
モ
ー
グ
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
で
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。
六
回
の
予
選
大
会
で

ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
た
上
位
三
十

二
人
が
卜
－
ナ
メ
ン
ト
の
決
勝
大

会
に
出
場
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

所
属
の
強
敵
を
破
っ
て
の
栄
冠
で

ま
さ
に
快
挙
と
い
え
ま
す
。

　

中
学
に
な
っ
て
か
ら
本
格
的
に

ス
キ
ー
を
始
め
た
坂
下
さ
ん
は
、

束
京
の
友
人
に
勧
め
ら
れ
、
三
ト

五
歳
で
、
モ
ー
グ
ル
に
挑
戦
。

い
き
な
り
決
勝
大
会
ま
で
勝
ち

進
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

県
内
に
は
モ
ー
グ
ル
に
適
し

た
ス
キ
ー
場
が
な
い
た
め
、
練

習
は
日
帰
り
で
八
方
尾
根
へ
行
っ

た
そ
う
で
す
。
ハ
ー
ド
な
競
技

だ
け
に
坂
下
さ
ん
は
「
後
継
者

を
早
く
作
り
た
い
で
す
ね
。
大

会
出
場
者
で
は
最
年
長
な
ん
で

す
よ
。
ど
う
し
た
ら
そ
ん
な
パ

ワ
ー
が
身
に
付
く
の
か
と
よ
く

聞
か
れ
る
ん
で
す
よ
」
と
笑
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
月
八
口
に
は
、
九
頭
竜
ス

キ
ー
場
で
、
県
内
最
初
の
モ
ー

グ
ル
ス
キ
ー
大
会
が
開
か
れ
ま

す
。
子
不
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
モ
ー

グ
ル
ス
キ
ー
を
ぜ
ひ
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

●
「
森
林
の
俳
句
大
賞
」

　

作
品
募
集
中

内
容
四
季
を
通
じ
た
森
林
お

　

よ
び
樹
木
を
詠
み
込
ん
だ
俳

　

句

作
品
一
人
一
句
。
た
だ
し
、

　

未
発
表
の
も
の
に
限
る

応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
、

　

俳
句
一
句
と
郵
便
番
号
、
住

　

所
、
氏
名
（
俳
号
は
（
）
書

　

き
）
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

　

楷
書
で
縦
書
き
し
て
送
付

送
付
先
〒

1
0
0
千
代
田
区
霞
が

　

関
1
－
2
－
I
林
野
庁
業
務

　

第
一
課
内
第
9
回
森
林
の

　

市
実
行
委
員
会

締
切
3
月
1
5
日

賞
大
賞
I
点
（
緑
の
オ
ー
ナ
ー

　

ー
口
）
、
長
官
賞
ほ
か
5
0
点

問
合
せ
先
林
野
庁
業
務
第
一

　

課
内
森
林
の
市
実
行
委
員
会

　
　

（
容
0
3
・
3
5
9
1
・
o
o
o

　

8
4
）

●
「
鯉
の
ぼ
り
」

　

譲
っ
て
く
だ
さ
い

　

三
番
商
店
街
振
興
組
合
で
は
、

い
ら
な
く
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
眠
っ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
鯉
の
ぼ
り
が
あ
っ

た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
市
商
工
観
光
課
（
容

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
3
2
）



勝
山
弁
天
緑
地
で
「
ふ
く
い
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　

奥
越
二
市
一
村
持
ち
回
り
の
最
後
と
な
る
「
ふ
く
い
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
勝
山
市
の
弁
人
緑
地
で
開
催
。
雪
不
足
で
も
影
響
の
少
な
い
よ
う
に
と
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
「
B
I
G
り
！
い
ろ
は
か
る
た
」
で
は
、

奥
越
の
名
所
1
1
1
跡
や
特
産
品
を
描
い
た
、
等
身
大
の
か
る
た
が
並
べ
ら
れ
、
か

る
た
に
飛
び
込
む
姿
に
歓
声
が
わ
い
て
い
ま
し
た
。

市文化財に落雷、出火

善導寺で消防訓練

　
　

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
を
前
に
、

市
指
定
文
化
財
を
所
蔵
す
る
錦
町
の

差
‥
導
寺
で
1
月
力
一
日
、
文
化
財
消
防

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
車
2

台
が
近
く
の
消
火
栓
な
ど
か
ら
放
水
。

大
門
住
職
も
文
化
財
に
見
立
て
た
段

ボ
ー
ル
を
手
際
よ
く
運
び
出
し
ま
し

た
。
寺
の
駐
車
場
で
は
、
油
と
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
火
災
の
消
火
訓
練
も
行
わ

れ
、
近
く
の
主
婦
ら
が
真
剣
な
表
情

で
消
火
器
を
操
っ
て
い
ま
し
た
。

46人が参加して

大野公民館でカルタ会

　

1
月
2
6
日
、
大
野
公
民
館
で
小
中

学
生
ら
4
6
人
が
参
加
し
て
、
育
成
会

恒
例
の
カ
ル
タ
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
2
階
の
和
室
で
4
人

ず
つ
に
分
れ
て
予
選
リ
ー
グ
。
L
の

句
が
読
み
あ
げ
ら
れ
る
と
、
身
を
乗

り
出
し
て
勢
い
よ
く
カ
ル
タ
を
は
た

い
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
練
習
を
重
ね
て
い
る
子
も
い
て
、

大
人
顔
負
け
の
あ
ざ
や
か
な
手
付
き

を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

東高生徒会が

車いす2台を市社協へ

　

大野束高校の生徒会が1月27日、市

社会福祉協議会に、中lいす2台を贈り

ました。福祉教養科の新設と本什体験

学習校に指定されたことから、昨年秋

に行われた学校祭模擬店の収益金と募

金で購入。前期生徒会役H5人が、松

田市社協会長に目録を手渡しました。

中lいすは、障害嗇や寝たきりのお年寄

りなど外出川に貸し出されます。

越前町四ヶ浦小の児童

西校児童とスキーで交歓

　

1月26日、越前町の四ヶ浦小学校の

児童64人が、有終西小学校児童らと六

か鴇ljスキー一場でスキー交歓会を行いま

した。大野藩の飛び地だったことから、

交歓会が始まり今度で13回目。班ごと

に分かれ、山の子が海の子に親切に教

えるシーンがあちこちで見られました。

夏休みには、海水浴場で逆のシーンが

昆られることになっています。

S弓（恥包湯



包弓（恥瞳S

好
天
－
・
六
呂
師
高
原
雪
ま
つ
り
に
人
の
波

　

2
月
8
‐
、
9
日
の
両
‐
、
六
M
師
高
原
雪
ま
つ
り
が
華
や
か
に
開
か
れ
ま

し
た
。
前
夜
祭
の
8
‐
は
、
照
明
の
落
と
さ
れ
た
ゲ
レ
ン
デ
に
幻
想
的
な
シ
ュ

プ
ー
ル
を
描
く
た
い
ま
つ
滑
降
や
営
火
祭
、
雪
中
花
火
が
。
晴
天
の
9
‐
は
。

お
も
し
ろ
そ
り
大
会
が
行
わ
れ
、
県
内
か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
そ
り
で
2
1
チ
ー
ム
が

参
加
。
特
設
コ
ー
ス
沿
い
の
見
物
客
も
感
心
す
る
や
ら
、
笑
う
や
ら
で
し
た
。

お年寄りとふれあいを

小山小学校で「わら祭り」

　

地
区
の
お
年
寄
り
か
ら
、
わ
ら
を

使
っ
た
縄
づ
く
り
や
昔
の
遊
び
を
習

う
「
わ
ら
祭
り
」
が
2
月
1
9
口
、
小

山
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。
む
つ

み
園
の
園
生
ら
も
参
加
し
、
小
山
福

寿
会
の
会
員
3
0
人
が
班
に
分
か
れ
て

手
ほ
ど
き
。
見
事
な
手
つ
き
に
感
心

し
て
い
た
児
童
ら
も
次
第
に
こ
つ
を

覚
え
て
縄
ら
し
く
な
り
、
心
配
そ
う

に
見
て
い
た
先
生
ら
に
ほ
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

親切第一、聞き上手
家庭看護法の講習会

　

市
赤
十
字
奉
仕
団
主
催
の
家
庭
看

護
法
講
習
会
が
2
月
1
2
、
1
3
、
1
4
日

の
3
日
間
、
市
役
所
で
開
か
れ
ま
し

た
。
日
赤
福
井
県
支
部
の
指
導
員
や

看
護
婦
が
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

に
対
す
る
看
護
方
法
な
ど
を
団
員
や

主
婦
2
6
人
に
指
導
。
介
添
え
や
体
の

動
か
し
方
、
衣
類
の
交
換
な
ど
の
実

技
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

親
切
第
一
に
、
聞
き
上
手
に
介
護
す

る
大
切
さ
も
痛
感
し
て
い
ま
し
た
。

おもしろいデザイン？
親子レザークラフト教室

　

親子で、すてきな自分だけの小物を

作ろうと2月2日、「かんたんレザー

クラフト教室」が青年の家で開かれま

した。牛皮をキーホルダーやペンヶ一

ス、小銭人れなどの形に切り取り、さ

まざまなデザインに挑戦。思いどおり

の模様には出来なかったものの、色を

付けるとなかなかの出来映えになり、

満足そうでした。

運んだ雪ダンプ60台分
かまくら朝市オープン

　

恒例となった「七問かまくら朝市と

雪まつり」が、2月1［1の午後から2

日にかけて開催されました。前日に、

市内の駐車場からダンプ60台分の雪を

運搬し、雪像7体やかまくらなどを製

作。当日は、朝市のおばちゃんらが越

冬野菜を並べて店開き。ステージでは、

奥越太鼓やもちつき、豆まきなどがに

ぎやかに行われました。



お
知
ら
せ

3月

●
無
料
登
記
法
律
相
談

　

4
月
1
‐
は
「
表
示
登
記
の
‐

で
す
。
県
土
地
家
麗
調
在
L
会
と

県
川
法
書
L
会
で
は
、
こ
の
‐
に

ち
な
ん
で
、
無
料
登
記
法
律
相
談

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時
4
月
1
‐
永
生
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時

会
場
大
野
公
民
館

相
談
内
容
上
地
や
建
物
の
表
示

　

分
筆
測
‥
。
皿
・
売
買
・
相
続
な
ど

　

の
登
記
・
商
業
法
人
登
記
な
ど

●
軽
自
動
車
登
録
変
更

　

は
3
月
中
に

　

軽
自
動
巾
税
は
、
4
月
1
‐
現

在
の
所
有
嗇
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
巾
・
バ
イ
ク
・
小
や
特
殊

自
動
巾
・
農
耕
巾
の
廃
巾
や
々
J
‥
義

変
更
は
、
3
月
中
に
f
続
き
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
、

軽
自
動
車
・
C
M
C
C
を
超
え
る
バ

イ
ク

　

f
続
き
は
、
県
軽
自
動
巾
協

会
、
県
2
輪
巾
協
会
で
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
肛
両
を
買
っ
た

販
売
店
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

1
2
5
C
C
以
下
の
バ
イ
ク
・
小
型
特

殊
自
動
車
・
農
耕
車

　

廃
収
の
場
八
‥
は
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
を
持
っ
て
市

役
所
税
務
課
収
税
係
へ
。
名
義

変
更
の
場
合
は
、
譲
波
証
明
書

（
用
紙
は
収
税
係
）
と
自
賠
責
保

険
も
必
要
で
す
。

転
入
・
転
出
に
伴
う
届
出

　

所
有
嗇
が
巾
内
に
転
人
し
た

り
、
市
外
へ
転
出
し
た
場
八
‥
は

名
義
変
更
や
住
所
変
史
が
必
要

で
す
。

問
合
せ
先
市
役
所
税
務
課
収
税

　

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
2
1
）

●
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

養
成
講
座
生
募
集

　

現
在
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

（
7
人
）
が
、
2
5
人
の
視
力
障
害

者
に
「
広
報
お
お
の
」
を
吹
き
込

ん
だ
テ
ー
プ
を
送
り
、
a
‥
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

巾
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
第

2
期
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
複
成

講
座
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
4
月
1
3
‐
か
ら
H
月
9
‐

　

ま
で
の
第
2
・
4
月
曜
日

　

午
前
1
0
時
か
ら
1
2
時

会
場
大
野
有
終
会
館
1
階
社
協

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

講
師
小
寺
外
志
美

内
容
・
呼
吸
の
仕
方
・
発
声
、

　

発
膏
・
ア
ク
セ
ン
ト

申
込
3
月
2
7
‐
③
ま
で
に
、

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
大
神
町

　

1
－
1
9
容
6
5
・
8
7
7
3
）

　

ま
で

●
難
病
相
談
会

　

大
野
保
健
所
で
は
、
難
病
相
談

会
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

　

【
第
1
回
】

日
時
3
月
3
‐
④
午
後
1
時

　

3
0
分
～
3
時
3
0
分

会
場
大
野
保
健
所

相
談
員
県
立
病
院
宮
地
内
科

　

医
長

内
容
神
経
系
難
病
（
多
発
性
硬

　

化
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
）

　

「
第
2
回
」

日
時
3
月
1
2
‐
④
午
後
1
時

　

3
0
分
～
3
時
3
0
分

会
場
大
野
有
終
会
館

相
談
員
県
立
病
院
羽
場
内
科

　

医
長

内
容
膠
原
病
（
仝
身
性
エ
リ
テ

　

マ
ト
ー
デ
ス
、
悪
性
関
節
リ
ウ

　

マ
チ
な
ど
）

※
詳
し
く
は
、
大
野
保
健
所
（
容

　

6
6
・
2
0
7
6
）
ま
で

●
禁
煙
ポ
ス
タ
ー
募
集

　

厚
生
省
で
は
、
禁
煙
標
語
を
テ
ー

マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
募
ま
し
て

い
ま
す
。

禁
煙
標
語
・
「
た
ば
こ
」
バ
イ

　

バ
イ
健
康
2
倍
・
一
服
の
煙

　

び
に
か
え
て
深
呼
吸
・
煙
た

　

が
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
か
・
元

　

気
だ
ね
！
・
禁
煙
さ
・
す
う
前

　

に
す
わ
な
い
人
へ
の
思
い
や
り

　

・
は
い
禁
煙
肺
健
康

応
募
資
格
中
学
生
以
L

サ
イ
ズ
B
4
版
縦

締
切
3
月
1
0
‐
⑧

応
募
方
法
作
岫
に
禁
煙
標
語
1

　

点
を
原
文
の
ま
ま
い
れ
る
。
一

　

人
何
点
で
も
、
た
だ
し
未
発
表

　

に
限
る
、
作
‥
叩
の
裏
に
住
所
、

　

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業

　

（
学
校
名
、
所
在
地
）
、
電
話
番

　

‥
ケ
を
明
記
し
て
折
ら
ず
に
郵
送

送
付
先
〒
1
0
0
‐
4
5
千
代
田
区
霞

　

が
関
1
－
2
－
2
厚
生
省
保

　

健
医
療
局
健
康
増
進
栄
養
課

賞
厚
生
大
臣
賞
（
1
点
）
仕
作

　
　

（
5
点
）
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と

　

副
賞

一
市
勢
要
覧
の
ご
利
用
を

　

市
で
は
、
人
野
市
を
市
外
の
人

な
ど
に
紹
介
す
る
冊
子
「
市
勢
要

覧
」
（
大
野
巾
全
図
付
き
）
平
成

三
年
度
版
を
希
望
者
に
差
し
ト
げ

ま
す
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
総

務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ど
う
ぞ
、

交通
安全

４
r

人
身
事
故
の
6
割
が

　

交
差
点
で
の
事
故

　

平
成
3
年
に
起
き
た
人
身
事
故
は
、

四
千
百
十
八
件
で
す
。
こ
の
う
ち
こ

千
四
百
八
十
三
件
が
交
差
点
お
よ
び

そ
の
付
近
で
起
き
て
お
り
、
全
体
の

六
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ

の
う
ち
の
千
五
百
四
件
が
、
中
程
度

　

（
五
・
五
む
～
十
び
）
の
交
差
点
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

信
号
機
が
な
く
、
比
較
的
交
通
量

の
少
な
い
、
通
り
慣
れ
た
交
差
点
で

の
事
故
が
非
常
に
多
い
の
で
す
。
‐

ご
ろ
、
交
差
す
る
車
両
が
あ
ま
り
な

い
か
ら
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う
安

易
な
判
断
が
事
故
に
つ
な
が
る
の
で

す
。
交
通
量
が
少
な
く
て
も
、
必
ず

交
差
車
両
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
ま

　

生
活
道
路
で
は
、
横
断
歩
行
者
が

常
に
あ
る
こ
と
を
予
測
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
特
に
お
年
寄
り
と
子

ど
も
は
、
駐
車
中
の
車
両
の
間
や
走

行
車
両
の
前
後
か
ら
飛
び
出
し
、
自

分
で
は
危
な
い
と
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。

い
つ
で
も
ブ
レ
ー
キ
が
踏
め
る
減
速

態
勢
で
臨
み
、
前
方
だ
け
で
な
く
左

右
の
安
全
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。



●INFORMATION

●
恩
給
欠
格
者
の
皆
さ
ん

　

請
求
は
お
済
み
で
す
か

　

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
（
総

理
府
所
竹
の
認
可
法
人
）
で
は
。

い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の
方
で
、

外
地
等
に
勤
務
し
た
経
験
を
有
し

加
算
年
を
含
め
た
在
職
年
が
3
年

以
L
で
、
請
求
時
に
お
い
て
‐
本

国
籍
を
有
す
る
方
に
は
、
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
を
、
さ
ら
に
7
0

歳
以
L
に
の
方
に
は
高
齢
者
の
順
に

併
せ
て
銀
杯
を
贈
‥
エ
し
て
お
り
ま

す
。

　

次
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

・
年
金
た
る
恩
給
ま
た
は
1
1
1
軍
人

　

軍
属
と
し
て
の
在
職
に
関
連
す

　

る
年
金
た
る
給
付
を
受
け
る
権

　

利
を
有
す
る
方

・
恩
給
欠
格
者
の
ご
遺
族
お
よ
び

　

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル

　

の
地
域
に
強
制
抑
留
さ
れ
た
こ

　

と
の
あ
る
方

・
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

　

法
L
の
軍
属
（
雇
員
、
庸
人
、

　

工
貝
等
）
お
よ
び
準
軍
属
の
方

送
付
先
・
問
合
せ
先
平
和
記
念

　

事
業
特
別
基
金
業
務
第
1
課

　

〒
1
1
2
束
京
都
文
京
区
大
塚
5

　

1
3
1
1
3
豊
0
3
・
3
9
4
5

　

・
4
7
0
4
）

　

請
求
書
類
は
、
県
や
市
の
窓
口

に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

●
サ
ン
ー
コ
ー
ポ
ラ
ス
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
公
共

職
業
安
定
所
の
紹
介
や
転
勤
な
ど

で
、
住
居
や
移
転
が
必
要
な
方
に

サ
ン
ー
コ
ー
ポ
ラ
ス
（
雇
川
促
進

住
宅
）
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

◆
サ
ン
ー
コ
ー
ポ
ラ
ス
大
野

住
所
国
時
町
7
0
1
番
地

電
話
6
5
・
5
8
2
9

規
模
鉄
筋
5
階
建
て
、
バ
ス
・

　

ト
イ
レ
付
き
3
D
K

問
合
せ
先
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野

　
　

（
職
業
安
定
所
容
6
6
・
2
4
0

　

8
）
ま
た
は
福
井
一
雁
用
促
進
セ

　

ン
タ
ー
（
s
0
7
7
6
・
2
5
・

　

1
9
8
8
）

●
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　
　

自
主
講
座
生
募
集

　
　

【
ワ
ー
プ
ロ
】

日
時
4
月
7
‐
⑧
～
1
0
‐
⑦

　

4
月
1
4
‐
④
～
1
7
口
②
午
後

　

1
時
4
0
分
～
4
時

定
員
1
0
人

受
講
料
3
0
0
0
円
（
教
材
費

　

含
む
）

内
容
簡
単
な
文
章
と
表
の
作
成

　
　

【
和
裁
】

日
時
4
月
3
日
～
9
月
2
5
‐

　

毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
～
4
時

定
員
1
5
人

受
講
料
1
0
0
0
円
（
1
ヵ
月

　

4
回
）

※
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
4
月

　

I
目
④
ま
で
に
大
野
地
域
職
業

　

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
容
6
5
・
6
8
4

　

0
）
へ
受
講
料
を
添
え
て
巾
請

犬の登録と狂犬病予防注射

　

新年度の犬の登録と狂犬病の予防

注射を下記の日程で行います。飼い

主の方は、手数料4，820円（登録料、

注射料、注射済票交付手数料）と印

鑑を持参のうえ、最寄りの会場で手

続きを受けてください。

月日 時間 π場

4月3日出

9：30～11：00 ド庄公民館

13：30～13：50 ト■．／：．＊）j公民館

14：20～15：00 ト．庄公民館

4月6日間

9：30～9：50 庄林生活改み七ンター－

10：2（ト10：4（）中津川公民館

11：1（）～11：30森目小学校

13：30～14：00 農協乾側jど所

14：30～15：00 亀山渠公所

い口口因

9：30～10：30 存目児収公園

11：0（ト11：30泰ノ泰史落センター

13：30～14：30 小山公民館

4月8目困
9：30～II：30 人：野保健所

13：30～14：00 八蒲池集落センター

月日 時間 。場

4I］9日出

9：30～10：00 農協中休出張所

10：30～11：30 富田公民館

13：3（ト14：30巾民公館

4月10日田

9：30～9：50 農協阪谷1所

10：10～10：30 阪谷公民館

10：50～11：10 雨六沼llは鼎、い回心

13：30～14：00 中挟叱公所

14：30～15：00 城束会館

4月14目因 13：30～13：40 パ．箇郵便局跡

4月15目（水）

9：30～10：00 下庄公民館

10：30～11：00 富日I公民館

11：20～11：40 ト．庄公民館

13：30～14：00 ，IJ‘民公館

14：30～15：00 人丿野市保健センター

国民年金

あ

れ

こ

れ

●
4
月
か
ら
9
7
0
0
円

　

に
引
き
上
げ

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
4

月
か
ら
月
額
9
7
0
0
円
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
平
成
2
年
度

か
ら
6
年
度
ま
で
、
毎
年
4
0

0
円
づ
つ
引
き
L
げ
ら
れ
る
分

と
、
今
回
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
分

3
0
0
円
の
合
計
7
0
0
円
か

4
月
か
ら
引
き
L
げ
ら
れ
る
た

め
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
付
加

年
金
（
月
額
保
険
料
4
0
0

円
）
加
入
者
の
保
険
料
は
、
1

万
1
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
は
課
税
所
得
控

　

除
の
対
象
に

本
人
や
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
は
、
所
得
税
や
市
県
民
税

の
申
告
の
際
、
「
社
会
保
険
料

控
除
」
と
し
て
、
納
め
た
額
を

申
告
す
れ
ば
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。
平
成
3
年
分
の
年
額

保
険
料
は
1
0
万
6
2
0
0
円

　

（
前
納
1
0
万
5
3
9
0
円
）
付

加
年
金
加
入
者
は
、
‥
H
万
1
0

0
0
円
（
前
納
I
―
t
万
7
0
円
）

で
す
。

●
納
め
忘
れ
し
て
い
ま
せ

　

ん
か

　

平
成
3
年
度
分
の
国
民
年
金

保
険
料
は
、
完
納
さ
れ
ま
し
た

か
。
何
力
月
分
も
納
め
な
い
で

い
る
と
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り

受
給
資
格
が
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

毎
年
3
月
は
、
年
金
保
険
料

の
納
付
点
検
月
で
す
。
納
め
忘

れ
が
な
い
か
お
確
か
め
く
だ
さ

い
。
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養
休
寺

　

熊
河
に
あ
っ
た
養
休
寺
（
本
田
賢
了
住
職
）

の
開
基
・
宗
信
御
房
は
、
俗
姓
を
本
田
忠
臣

と
い
い
、
室
町
時
代
末
期
に
山
名
持
豊
の
領

国
播
磨
国
姫
路
城
の
次
席
家
老
職
を
務
め
た

武
士
で
し
た
。
忠
臣
は
政
務
に
失
敗
し
て
、

領
主
か
ら
追
放
さ
れ
る
身
と
な
り
、
当
時
最

も
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
鯖
江
の
誠
照
寺
秀
応

法
主
に
願
い
出
て
出
家
。
入
信
を
許
さ
れ
、

修
行
の
後
僧
侶
に
な
り
ま
し
た
。
本
山
に
尽

く
し
た
功
績
に
よ
っ
て
寺
の
建
立
を
許
さ
れ

初
代
の
住
職
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
創
か
ら
五
百
二
十
数
年
の
歴
史
の
中
で

天
明
（
一
七
八
五
年
）
の
大
火
に
よ
っ
て
村

が
全
焼
し
、
冷
害
に
よ
る
大
飢
饉
も
重
な
っ

て
村
人
た
ち
は
村
を
離
れ
、
寺
と
七
軒
だ
け

が
残
り
ま
し
た
。
七
人
衆
は
、
寺
と
一
体
と

な
っ
て
村
の
復
興
に
努
め
、
明
治
二
十
年
ご

ろ
に
は
戸
数
三
十
余
り
、
人
口
も
百
八
十
人

に
な
り
ま
し
た
。
同
二
十
八
年
に
は
本
堂
が

再
建
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
に
村
の

全
住
民
が
離
村
し
た
と
き
、
本
堂
を
解
体
し

て
運
搬
し
、
現
在
地
の
篠
座
に
移
し
ま
し
た
。

　

寺
の
宝
物
に
な
っ
て
い
る
ご
本
尊
の
阿
弥

陀
如
来
尊
像
は
、
鎌
倉
時
代
の
彫
仏
師
藤
原

光
長
の
作
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
光
明
本
尊

　

（
掛
け
軸
）
は
、
親
鸞
聖
人
が
布
教
中
、
信

仰
の
対
象
と
し
て
信
者
の
主
な
人
に
与
え
た

も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
越
前
に
教
え
を

広
め
た
三
河
和
田
出
身
の
高
僧
如
導
に
与
え

ら
れ
た
も
の
が
、
没
後
本
山
に
渡
り
、
宗
信

御
房
に
贈
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
両
方
と
も
由

緒
あ
る
古
い
も
の
な
の
で
、
離
村
の
際
に
寺

の
存
続
を
め
ぐ
っ
て
迷
っ
た
が
、
幾
多
の
困

難
を
逃
れ
て
守
り
続
け
ら
れ
た
ご
本
尊
の
た

め
に
、
寺
を
守
る
決
心
を
し
た
そ
う
で
す
。

市民のうごき

2月1日現在 前月比

世帯数 11，294世帯 －2世帯

42，045人 －22人

人目 男 20，118人 －15人

女 21，927人 一7人

1巾pの異動
転入 34人 出生 27人

転出 59人 死亡 24人

市内の交通事故状況（年頭からの計）

件数内訳
平成4年　

1月末

平成3年　

1月末
増減

総件数 46件 42件 十4件

人
身

事
故

件数 10件 9件 十1件

死者 1人 O人 十1人

傷者 10人 10人 士O人

物相事故 36件 33件 十3件

表
紙
の
こ
と
ば

　

六
呂
師
高
原
雪
ま
つ
り
の
八

イ
ラ
イ
ト
は
、
お
も
し
ろ
そ
り

大
会
。
今
年
は
亀
に
乗
っ
た
浦

島
太
郎
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
大
野
県
税
チ
ー
ム
の
大
亀

は
コ
ー
ス
幅
ぎ
り
ぎ
り
。
案
の

定
、
軌
道
修
正
し
な
が
ら
悪
戦

苦
闘
。
浦
島
太
郎
も
家
に
着
く

前
に
、
お
じ
い
さ
ん
に
な
る
ほ

ど
心
配
そ
う
で
し
た
。

編
集
後
記

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
風
邪

が
流
行
し
て
い
ま
す
。
富
田
幼

稚
園
で
は
集
団
風
邪
で
休
園
。

広
報
係
で
も
風
邪
が
猛
威
を
振

る
い
、
2
月
号
の
取
材
や
編
集

は
て
ん
で
こ
ま
い
。
幸
い
周
り

の
人
の
応
援
で
事
な
き
を
得
ま

し
た
が
、
出
来
上
が
り
を
み
た

ら
、
あ
ち
こ
ち
に
ミ
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
お
わ
び
し
ま
す
。

IR、、見ie・

　

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

か
ら
卓
話
を
依
頼
さ
れ

て
出
席
し
た
。
定
刻
と

同
時
に
全
員
が
立
ち
上

が
り
、
□
・
‐
‐
・
タ
リ
ー
ソ

ン
グ
を
歌
い
始
め
た
。

男
だ
け
の
迫
力
あ
る
さ
わ
や
か
な
歌
声
が
会
場

に
響
く
。
心
地
よ
い
感
動
が
全
身
に
流
れ
て
い

く
。
本
当
に
す
ば
ら
し
い
な
あ
▼
毎
週
金
曜
日

全
会
員
が
集
ま
り
、
食
事
を
し
な
が
ら
心
の
絆

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
と
い
う
。
年
間
の
研
修

活
動
五
十
回
、
自
ら
を
高
め
る
と
い
う
卓
話
の

時
間
、
大
野
を
知
る
た
め
の
地
場
産
業
見
学
、

障
害
施
設
な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
社

会
へ
の
奉
仕
活
動
と
実
に
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
。
し
か
も
出
席
率
は
毎
週
百
パ
ー
セ
ン

ト
に
近
い
と
い
う
か
ら
誠
に
う
ら
や
ま
し
い
▼

　

「
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
」
と
尋
ね

た
ら
「
会
員
は
異
業
種
の
集
ま
り
だ
か
ら
、
同

業
種
と
違
っ
て
一
つ
の
こ
と
を
話
し
合
っ
て
も

深
入
り
せ
ず
、
広
い
視
点
で
考
え
た
り
見
た
り

す
る
の
で
視
野
が
広
く
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た

会
員
一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
い
ろ
ん
な
趣

味
や
知
識
な
ど
か
ら
受
け
る
刺
激
が
と
て
も
大

き
い
の
で
、
自
然
の
う
ち
に
友
情
と
か
信
頼
み

た
い
な
も
の
も
強
く
感
じ
て
き
ま
す
よ
」
と
控

え
め
に
答
え
て
く
れ
た
▼
参
考
に
し
た
い
と
思
っ

た
こ
と
は
、
会
長
職
を
は
じ
め
、
全
て
の
役
職

は
一
年
交
代
制
で
あ
り
、
全
て
の
会
員
に
全
て

の
職
を
体
験
す
る
機
会
を
与
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
会
員
は
ど
の
仕
事

に
も
真
剣
に
目
を
向
け
、
耳
を
傾
け
、
斬
新
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
生
み
出
し
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。

改
め
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
認
識
を
新
た
に
し
た

有
意
義
な
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
）
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